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N TO TD CR N’ TO TD CR
一2 5，859 1．84 0．3840 2 5．94 2．042 0．4170
一1 5．929 1．87 O．3834 一1’ 5．97 1．971 0．3960
0 6，OOO 1．90 O．3821 0 6．OO 1．900 0．3821
1 6．071 1．93 O．3823 1’ 6．03 1．829 0．3811
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部分流域 降 水 旦里 気 温
観測点 BRl　CR6　CH7　LM10．NE12BR1LM10NE！2A ウェイト 1 1 1／2　1／2 1 1 1／2 1?????
EM2　　CH7　　L011　　RE15EM2 L011
ウェイト 1 1／2 1 1／2 1 1?????
FRg　　LM10　　PE13　　PV！4LMlO PE13
ウェイト 1 1／2 1 1 1／2 1





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1～3月 4月 5月 6～8月 9月 10月 11～12月CR
1） O．45 0．68 0．90 0．95 0．90 0．68 0．45O．4117
2） O．52 0．71 0．90 O．95 0．90 0，71 0．520．4041
3） O．60 0．75 0．90 0．95 0．90 0．75 0．600．4060
4） 0．68 O．79 0．90 0．95 O．90 0．79 0．68O．4132
5） O．75 0．82 0，90 0．95 0．90 0．82 0．750．4225
6） 0．82 O．86 0．90 O．95 0．90 O．86 0．82O．4318
























































































































































A 一0．075 O．092 O．259 0．427 0．595 0．763
PD（I） B 一〇．064 0．043 0．149 0．255 0．362 0．386
C O，057一〇．032一0．008 0．017 0．042 0．068




















































































XSNOWXAYBYCXDXS 1 2 3 4 5 6
A 50 0．150．14300 250 O O 0 O O O
B 50 O．40O．28440250 0 O 0 O 0 O


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1） O，06 O，16 O．29 0．45 0．64 0．85 0．3829
2） O．17 0，17 O．25 O．41 O，65 0．97 0．3798
3） 0．03 O．08 0．21 0．42 0．71 1．08 0．3847
4） O．13 O．18 O．28 O．43 0．63 O，88 0．3816
5） 0．075 O．145 O．265 0．435 O．655 0．925 O．3801


























































































































































































































































































































1） 0．55 O．75 0．95 1．15 1．35 1．55 0．3228
2） 0．63 0．78 0．93 1．08 1．23 1．38 O．3221
3） 0．47 O．72 0．97 1．22 1，47 1．72 O．3217
4） O．56 O．71 0．91 1．16 1．46 1．81 0．3181
5） 0I61 0．70 0．87 1．12 1．45 1．86 O．3175
6） 0．46 0．76 1．01 1．21 1．36 1．46 O．3263
7） 0．64 0．69 O．84 1．09 1．44 1．89 O．3164
8） 0．65 0，65 0I80 1．10 1．55 2．15 0．3144
9） 0，72 0．72 0．82 1．02 1．32 1．72 0．3158
10） 0，59 0．70 0．88 1．13 1．45 1．84 O．3165
　12）　これまでは入力降水量として，K，R，M　3地点の降水量の1：1：1／2の荷重平均を
用いて来た．ここで1：1：1／2を中心にしてウェイトを動かしてみて，ウェイト8：8：7の
とき，CR＝O．310となった．
　13）8：8：7よりも，簡単なウェイト1：1：1を用いることにし，K，R，M各地点の降
一164一
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水量をそれぞれ流量に変換し，それを1：1：1のウェイトで合成することにした．それが試
算No．29でCR＝0，311であった．
　14）試算No．！6以来，積雪期と融雪期で，異なるウェイトで最高，最低気温の平均を作っ
ていた．これはいかにも便宜的である．融雪期に合わせるために，最高，最低のウェイトを
（O．3，0．7）にしたのであるが，そのままでは冬期に合わなくなる．冬期の融雪を小さくする
ためには，冬期のSMELTを小さくすればよい．それはW3のSMELTに対応する．そこで
表3のSMELTを用いて試算No．30が行なわれ，CR＝0，299が得られた．ついで，10年問の
言十算結果を眺めて初期値が定められ，評価はCR＝0，302と少し悪くなった．これが最終モデ
ルである．
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